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『クリカブロンズ』の JIS 規格の認証について

このたび、2000 年より開発を行ってきた鉛フリー銅合金『クリカブロンズ』が 2009 年 10
月 20 日付けで JIS 規格に認証登録されました。

JIS 規格には、鋳物用銅合金地金 JIS H 2202 CACIn904、銅および銅合金鋳物 JIS H
5120 CAC904、銅合金連続鋳造鋳物 JIS H 5121CAC904C として登録されました。併せ
て当社は、関連会社である栗本商事株式会社の特許権実施契約を締結し、今後、栗本商事を
核とした原材料の販売展開を推進します。栗本商事は、原材料メーカーであるＪマテカッパ
ープロダクツ株式会社（新潟）と京和ブロンズ株式会社（京都）の 2 社と特許権再実施契約
を締結しました。

【クリカブロンズの特徴】
クリカブロンズは、Ni を含有するビスマス系青銅合金であり少量の Ni を添加することに

よって従来材に比べて鋳造性、切削性といった特性を向上させたことを特徴とする合金であ
ります。また、JIS 規格登録に向けた活動において、数社の実製品による鋳造試験結果から、
特に厚肉鋳物や複雑形状品に対し、適合優位性を確認しています。

【クリカブロンズの適用製品と今後の展開】
現在、すでに関係会社である栗本商事の一部給水部材への製品化が完了しており、今後、

JIS 規格登録によって同社適応品目を拡大していく予定であります。

また、水道関連メーカー数社と共同開発を進めており、水廻り器具メーカーと共同開発し
た末端給水器具において、米国の IAPMO－AB1953 の認証を取得しました。これは、カリフ
ォルニア州での鉛の浸出基準値の規制対応に向けた承認であり、米国市場やアジア（中国市
場）での拡販に期待しています。末端給水器具への鉛フリー青銅鋳物の適用は、国内では例
が少なく、今後、国内需要も喚起されると考えています。

さらに、ポンプ部品メーカーと共同で、これまで鋳造不良の多い部品にクリカブロンズを
適用した結果、鋳造不良が改善され、クリカブロンズ採用に向けた具体的な活動を推進して
います。
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